
船内では

をお願いいたします

※車内での保管はできません。
※お車・バイクでご乗船の方は、必ず船室へお持ちください。

お客様のお手元にて管理

禁止事項
車内での保管禁止 破損・膨張・動作不良品の

持ち込み禁止
船内での放置禁止

お車やバイクに置いたままに

しないでください。

破損・膨張・動作不良など、

異常のあるものは持ち込めません。

客室内に置いたまま、その場を

離れないでください。

注意事項

熱の逃げにくい場所での
充電は避けてください

いつもより熱い場合は
充電を中止してください

異常な発熱や煙が出た場合は
乗組員へご連絡ください

布団の上や、かばんの中などでの

充電は避けてください。

異常な発熱を感じた場合は、

すぐに充電を中止してください。

異常を感じた場合は、直ちに

お近くの乗組員へお知らせください。

・ 充電は必ず目の届く場所で行い、状態を常に確認してください。

・ 充電が完了したら、すぐにケーブルを取り外してください。

モバイルバッテリーなどのリチウムイオン電池は、

衝撃や損傷、過充電など、お取り扱いによっては

発火・発煙の危険性がございます。

船内事故防止のため、以下の点にご協力をお願いいたします。

モバイルバッテリー の

船内への持ち込みについて

充電時のお願い

安全な航海は、皆さまのご協力から。 ご乗船のみなさまへ
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危険物
持込みは禁止されています

安全な航海は、皆さまのご協力から。

旅客船への危険物の持込み（車両を含む）は、法令および当社運送約款により

禁止または制限されています。

お客様の安全と船舶の安全運航のため、ご理解・ご協力をお願いいたします。

・シンナー

・アルコール燃料

可燃性液体

・ガソリン

・軽油

・灯油

・ベンジン

※燃料携行缶での持込みは禁止

高圧ガス

・LPガス（プロパン）

・ブタンガス

・酸素ボンベなど

火薬類

持込みできない主な危険物（量に関わらず持込禁止）

・カセットボンベ

・アセチレンガス

・強酸

・強アルカリ

・シアン化合物 等

毒物 ・ 劇物

・農薬

・除草剤

発火・発煙のおそれがあるもの

・大容量リチウムイオン電池

・損傷したモバイルバッテリー

・発煙・膨張したバッテリー

その他持込みできないもの

※モバイルバッテリーはお客様ご自身で
携行し、車内へ放置しないでください。

モバイルバッテリーなどのリチウムイオン電池は、衝撃や損傷、過充電など、お取り扱いによっては発火・発煙の危険性がございます。

船内事故防止のため、以下の点にご協力をお願いいたします。

・充電は必ず目の届く場所で行い、状態を常に確認してください。

・充電が完了したらすぐにケーブルを取り外してください。

事前申告が必要となる場合があります。

お願い

危険物を無申告で持ち込まれた場合は、

● 乗船をお断りする場合があります

● 法令に基づく措置を行う場合があります

このような場合は必ずご相談ください

・猟銃

・個人用医療用酸素

引火性が高く、火災の原因となるおそれが
あります。量に関わらず持込み禁止

高い圧力で充填されており、爆発や火災の
原因となるおそれがあります。

火気や衝撃により、爆発や火災の原因となる
おそれがあります。

人体や周囲に有害で、中毒や事故の原因となる
おそれがあります。

発熱や損傷により、発火・発煙につながる
おそれがあります。

船内へ持込みできない物品です。

・花火

・爆竹

・ダイナマイト

・発煙筒（予備）

・弾薬

・信号炎管（予備） など

・銃器 ・刀剣類

・危険な刃物

・その他船舶の安全運航を妨げる物品

モバイルバッテリーの船内への持ち込みについて

・乗船中はお客様のお手元にて管理をお願いいたします。
※車内での保管はできません。お車・バイクでご乗船の方は、

船室に持ち上がりください。
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